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自
動
車
樹
脂
部
品
を
製
造
す

る
共
伸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
株
式
会
社

（
本
社
工
場
・
埼
玉
県
飯
能
市
）は
、

平
成
22
年
に
市
と
企
業
立
地
協
定

を
結
び
、古
川
清
水
の
石
田
工
業

団
地
内
に
平
成
23
年
7
月
か
ら
宮

城
工
場
と
し
て
稼
働
し
ま
し
た
。

　

宮
城
工
場
で
は
、ト
ヨ
タ
自
動

車
系
工
場
の
東
北
進
出
に
対
応

し
、ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
岩
手

工
場
、宮
城
大
衡
工
場
へ
製
品
を

納
め
て
い
ま
す
。カ
ロ
ー
ラ
、ア

ク
ア
、シ
エ
ン
タ
、Ｃ
―
Ｈ
Ｒ
の

内
外
装
樹
脂
部
品
の
成
形
・
組
立

を
行
う
工
場
で
、1
日
当
た
り
約

１
8
０
０
台
分
も
の
部
品
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。　

　

社
内
は
3
部
門
４
課
で
構
成
さ

れ
、毎
月
部
署
ご
と
に
業
務
の
改

善
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

「
笑
顔
を
大
切
に
女
性
が
働
き
や

す
い
環
境
」を
会
社
の
方
針
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
社
員
の

平
均
年
齢
は
30
代
と
若
く
、社
員

同
士
が
明
る
く
話
し
や
す
い
環
境

で
、仕
事
に
対
し
熱
心
に
取
り
組

む
姿
勢
と
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い

る
職
場
で
す
。

　

入
社
5
年
目
に
な
る
小
川
杏
奈

さ
ん
、近
藤
若
菜
さ
ん
は
製
造
2

課
所
属
の
同
期
生
。

　

小
川
さ
ん
は
、学
生
の
頃
か
ら

車
に
興
味
が
あ
り
、製
造
の
仕
事

に
就
き
た
い
と
入
社
し
ま
し
た
。

現
在
は
、成
形
品
に
表
皮
を
巻
く

組
立
工
程
の
監
理
者
と
し
て
、生

産
計
画
や
在
庫
管
理
な
ど
を
任
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
藤
さ
ん
も
ま
た
、車
に
興
味

を
持
ち
手
先
が
器
用
な
こ
と
や
、

お
兄
さ
ん
が
自
動
車
関
係
の
仕

事
を
し
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
入

社
し
ま
し
た
。表
皮
が
巻
か
れ
た

上
級
グ
レ
ー
ド
の
セ
ン
タ
ー
コ
ン

ソ
ー
ル
部
の
組
立
工
程
で
、部
品

点
数
を
多
く
扱
う
た
め
集
中
力
を

保
つ
の
が
大
変
だ
そ
う
で
す
。

　

組
立
工
程
は
、一
つ
一
つ
手
作

業
で
行
い
ま
す
。繊
細
な
作
業
の

た
め
手
に
負
担
が
か
か
り
、手
荒

れ
な
ど
女
性
に
は
大
変
な
作
業
で

す
が
、「
自
分
が
組
み
立
て
た
製
品

の
自
動
車
を
見
か
け
る
と
、
う
れ

し
さ
と
誇
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
」

と
仕
事
に
対
す
る
や
り
が
い
と
熱

意
を
話
す
小
川
さ
ん
と
近
藤
さ
ん
。

　

社
内
で
中
堅
層
に
な
る
２
人
は

地
ま ち

域づくりファイル

　川渡地域づくり委員会は、川渡地区公民館を拠点

に、地域住民が地元に住んでいて良かったと思えるよ

うな、幅広い世代に合わせた事業を展開しています。

　「地域を元気にしたい！」その思いを形にできな

いかと模索していたところ、平成26年に川渡温泉

駅開業100周年を迎え、その機会に地域を盛り上げ

ようと有志を募りました。委員会を中心とし、地区

公民館の支援と観光協会、旅館組合の協力を得なが

ら、夜遅くまで話し合いを重ね、みんなで知恵を出

し合い、100 周年を記念したイベントとして、出店

や古川学園高等学校吹奏楽部の演奏などで盛り上

げました。

　川渡地域づくり委員会は、地域を元気にするた

め、話し合いと住民参画を大切にした地域づくりを

実践しています。

■地域を元気に！川渡マルシェがスタート

　川渡地域では、商店の閉店に伴って買い物難民が

増え、大きな地域課題となっていました。

　100周年記念イベントの一環として、「川渡マー

ケット」と銘打って地元の皆さんが作った小物や野

菜などを販売したことが大変好評でした。地域の皆

さんから毎年続けてほしいという声があがったこ

とをきっかけに、現在の「川渡マルシェ」がスタート

しました。

　初めは、出店者を集めたり、運営予算の確保に苦

労しましたが、自治会や企業の代表、地区公民館職

員らで構成する川渡マルシェ実行委員が、アイデア

を出し合いながら取り組んできました。

　川渡マルシェの特徴は、出店者の「売る楽しさ」、

購買者の「見て回って買う楽しさ」。そこに互いの

コミュニケーションが生まれ、口コミでどんどん広

まって、今では観光客も楽しめる場となっていま

す。スタートから3 年目になり、出店者が川渡地域

外からも参加するようになりましたが、地元からの

出店が少ないのが現在の悩み。今後、地元からの出

店拡大をねらい「地域の発展の一助にと思いを強く

していますが、参加協力への理解を得るためには地

道な周知・啓発活動が必要」と遊佐委員長は話しま

す。

■地区公民館図書室の充実に期待！

　地区公民館は、地域住民の拠り所として、川渡マ

ルシェのような地域づくり事業や各種教養講座の

展開、サークル活動の利用場所となるほか、図書室

も備えています。司書資格を持つボランティアの協

力のもとに、新刊書の選定、ジャンル別コーナーの

設置などを行っています。　

　図書は、地域の皆さんから読み終えた本を提供し

てもらうことで、年々冊数が増え、貸し出しも増加

傾向にあります。図書室は子どもからお年寄りまで

広い層が利用していて、「新刊をもっと増やしてほ

しい」と声があがるほどです。地域の活性化のため

図書室のさらなる充実が期待されています。

　大崎市流地域自治による、地域や地区の特性を生かした個性あふれる地域づくりを

紹介します。

  鳴子温泉地域 川渡地域づくり委員会

地域住民が川渡に住んでいて良かったと思える地域に！

▲今年５月に開催した川渡マルシェの様子
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わがまち

企業訪問
市内の優れた企業を

紹介します

共伸プラスチックで扱う部品

▼小川杏奈さん

▲近藤若菜さん

後
輩
の
指
導
に
も
熱
心
で
、手
作
業

で
し
か
分
か
ら
な
い
力
加
減
な
ど

「
勘
と
コ
ツ
」を
伝
え
る
こ
と
が
難
し

い
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

共
伸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、女
性

の
活
躍
が
き
ら
り
と
光
る
会
社
で

す
。
独
自
の
先
端
技
術
で
コ
ス
ト

と
生
産
効
率
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

な
が
ら
、
ク
オ
リ
テ
ィ
向
上
を
追

求
す
る
地
域
が
誇
る
企
業
で
す
。

▲地域の人が書いたイラスト ▲ジャンル別に整理した本棚
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